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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月7日(2011.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　１つの実施形態において、本発明は、Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ３、Ｎ
ｏｔｃｈ４、Ｎｕｍｂ１、Ｎｕｍｂ２、Ｎｕｍｂ３、およびＮｕｍｂ４からなる群より選
択されるタンパク質から誘導されたペプチドに対する抗体を含む組成物を患者に投与する
ことによって、患者における癌を治療する方法に関する。
　したがって、本発明は、以下の項目を提供する：
（項目１）
　Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ３、およびＮｏｔｃｈ４からなる群より選択
されるタンパク質から誘導されたペプチドに対して患者を免疫化する工程を包含する、患
者における癌を治療する方法。
（項目２）
　上記ペプチドが、
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【化６７】

からなる群より選択される、項目１に記載の方法。
（項目３）
　上記ペプチドが、Ｎｏｔｃｈ１２７４－２８２（配列番号１０）、Ｎｏｔｃｈ１１９３

８－１９４３（配列番号１１）、Ｎｏｔｃｈ１１９３８－１９４６（配列番号１２）、Ｎ
ｏｔｃｈ１１９３８－１９４７（配列番号１３）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４８（配
列番号１４）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４９（配列番号１５）、Ｎｏｔｃｈ１１９４

４－１９５５（配列番号１６）、Ｎｏｔｃｈ１１９４７－１９５５（配列番号１７）、Ｎ
ｏｔｃｈ１２１１１－２１２０（配列番号１９）、Ｎｏｔｃｈ１２１１２－２１２０（配
列番号２０）、Ｎｏｔｃｈ１２１１３－２１２０（配列番号２１）、Ｎｏｔｃｈ２１－２

０（配列番号２２）、Ｎｏｔｃｈ２７－１５（配列番号２４）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２

８５（配列番号２６）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２８６（配列番号２７）、Ｎｏｔｃｈ２２

７７－２８５（配列番号２８）、Ｎｏｔｃｈ２２７７－２８６（配列番号２９）、Ｎｏｔ
ｃｈ２１９４０－１９４８（配列番号３１）、Ｎｏｔｃｈ２１９４０－１９４９（配列番
号３２）、Ｎｏｔｃｈ２１９９１－２００３（配列番号３３）、Ｎｏｔｃｈ２１９９５－

２００３（配列番号３４）、およびＮｏｔｃｈ２１９９７－２００３（配列番号３５）か
らなる群より選択される、項目１に記載の方法。
（項目４）
　上記癌が、Ｔ細胞急性リンパ芽球性白血病およびリンパ腫（Ｔ－ＡＬＬ）、乳癌、卵巣
癌、膵臓癌、前立腺癌、肝臓癌、胃癌、明細胞腎細胞癌腫、および結腸癌からなる群より
選択される、項目１に記載の方法。
（項目５）
　Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ３、およびＮｏｔｃｈ４からなる群より選択
されるタンパク質から誘導されたペプチド；および
　薬学的に受容可能なキャリア、
を含む、組成物。
（項目６）
　上記ペプチドが、

【化６８】

からなる群より選択される、項目５に記載の組成物。
（項目７）
　上記ペプチドが、Ｎｏｔｃｈ１２７４－２８２（配列番号１０）、Ｎｏｔｃｈ１１９３
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８－１９４３（配列番号１１）、Ｎｏｔｃｈ１１９３８－１９４６（配列番号１２）、Ｎ
ｏｔｃｈ１１９３８－１９４７（配列番号１３）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４８（配
列番号１４）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４９（配列番号１５）、Ｎｏｔｃｈ１１９４

４－１９５５（配列番号１６）、Ｎｏｔｃｈ１１９４７－１９５５（配列番号１７）、Ｎ
ｏｔｃｈ１２１１１－２１２０（配列番号１９）、Ｎｏｔｃｈ１２１１２－２１２０（配
列番号２０）、Ｎｏｔｃｈ１２１１３－２１２０（配列番号２１）、Ｎｏｔｃｈ２１－２

０（配列番号２２）、Ｎｏｔｃｈ２７－１５（配列番号２４）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２

８５（配列番号２６）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２８６（配列番号２７）、Ｎｏｔｃｈ２２

７７－２８５（配列番号２８）、Ｎｏｔｃｈ２２７７－２８６（配列番号２９）、Ｎｏｔ
ｃｈ２１９４０－１９４８（配列番号３１）、Ｎｏｔｃｈ２１９４０－１９４９（配列番
号３２）、Ｎｏｔｃｈ２１９９１－２００３（配列番号３３）、Ｎｏｔｃｈ２１９９５－

２００３（配列番号３４）、およびＮｏｔｃｈ２１９９７－２００３（配列番号３５）か
らなる群より選択される、項目５に記載の組成物。
（項目８）
　Ｎｕｍｂ１、Ｎｕｍｂ２、Ｎｕｍｂ３、およびＮｕｍｂ４からなる群より選択されるタ
ンパク質から誘導されたペプチドに対して患者を免疫化する工程を包含する、患者におけ
る癌を治療する方法。
（項目９）
　上記ペプチドが、
【化６９】

からなる群より選択される、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　上記ペプチドが、Ｎｕｍｂ１８７－９５（配列番号３６）、Ｎｕｍｂ１８８－９５（配
列番号３７）、Ｎｕｍｂ１１３１－１４９（配列番号３８）、Ｎｕｍｂ１１３８－１４９

（配列番号３９）、Ｎｕｍｂ１１３９－１４７（配列番号４０）、Ｎｕｍｂ１４４２－４

５３（配列番号４１）、Ｎｕｍｂ１４４３－４５１（配列番号４２）、Ｎｕｍｂ１５９２

－６０６（配列番号４３）、およびＮｕｍｂ１５９４－６０２（配列番号４４）からなる
群より選択される、項目８に記載の方法。
（項目１１）
　上記癌が、Ｔ細胞急性リンパ芽球性白血病およびリンパ腫（Ｔ－ＡＬＬ）、乳癌、卵巣
癌、膵臓癌、前立腺癌、肝臓癌、胃癌、明細胞腎細胞癌腫、および結腸癌からなる群より
選択される、項目８に記載の方法。
（項目１２）
　Ｎｕｍｂ１、Ｎｕｍｂ２、Ｎｕｍｂ３、およびＮｕｍｂ４からなる群より選択されるタ
ンパク質から誘導されたペプチド；ならびに
　薬学的に受容可能なキャリア、
を含む、組成物。
（項目１３）
　上記ペプチドが、
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【化７０】

からなる群より選択される、項目１２に記載の組成物。
（項目１４）
　上記ペプチドが、Ｎｕｍｂ１８７－９５（配列番号３６）、Ｎｕｍｂ１８８－９５（配
列番号３７）、Ｎｕｍｂ１１３１－１４９（配列番号３８）、Ｎｕｍｂ１１３８－１４９

（配列番号３９）、Ｎｕｍｂ１１３９－１４７（配列番号４０）、Ｎｕｍｂ１４４２－４

５３（配列番号４１）、Ｎｕｍｂ１４４３－４５１（配列番号４２）、Ｎｕｍｂ１５９２

－６０６（配列番号４３）、およびＮｕｍｂ１５９４－６０２（配列番号４４）からなる
群より選択される、項目１２に記載の組成物。
（項目１５）
　Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ３、Ｎｏｔｃｈ４、Ｎｕｍｂ１、Ｎｕｍｂ２
、Ｎｕｍｂ３、およびＮｕｍｂ４からなる群より選択されるタンパク質から誘導されたペ
プチドに対する抗体を含む組成物を患者に投与する工程を包含する、患者における癌を治
療する方法。
（項目１６）
　上記ペプチドが、
【化７１】

からなる群より選択される、項目１５に記載の方法。
（項目１７）
　上記ペプチドが、Ｎｏｔｃｈ１２７４－２８２（配列番号１０）、Ｎｏｔｃｈ１１９３

８－１９４３（配列番号１１）、Ｎｏｔｃｈ１１９３８－１９４６（配列番号１２）、Ｎ
ｏｔｃｈ１１９３８－１９４７（配列番号１３）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４８（配
列番号１４）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４９（配列番号１５）、Ｎｏｔｃｈ１１９４

４－１９５５（配列番号１６）、Ｎｏｔｃｈ１１９４７－１９５５（配列番号１７）、Ｎ
ｏｔｃｈ１２１１１－２１２０（配列番号１９）、Ｎｏｔｃｈ１２１１２－２１２０（配
列番号２０）、Ｎｏｔｃｈ１２１１３－２１２０（配列番号２１）、Ｎｏｔｃｈ２１－２

０（配列番号２２）、Ｎｏｔｃｈ２７－１５（配列番号２４）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２

８５（配列番号２６）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２８６（配列番号２７）、Ｎｏｔｃｈ２２

７７－２８５（配列番号２８）、Ｎｏｔｃｈ２２７７－２８６（配列番号２９）、Ｎｏｔ
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ｃｈ２１９４０－１９４８（配列番号３１）、Ｎｏｔｃｈ２１９４０－１９４９（配列番
号３２）、Ｎｏｔｃｈ２１９９１－２００３（配列番号３３）、Ｎｏｔｃｈ２１９９５－

２００３（配列番号３４）、Ｎｏｔｃｈ２１９９７－２００３（配列番号３５）、Ｎｕｍ
ｂ１８７－９５（配列番号３６）、Ｎｕｍｂ１８８－９５（配列番号３７）、Ｎｕｍｂ１

１３１－１４９（配列番号３８）、Ｎｕｍｂ１１３８－１４９（配列番号３９）、Ｎｕｍ
ｂ１１３９－１４７（配列番号４０）、Ｎｕｍｂ１４４２－４５３（配列番号４１）、Ｎ
ｕｍｂ１４４３－４５１（配列番号４２）、Ｎｕｍｂ１５９２－６０６（配列番号４３）
、およびＮｕｍｂ１５９４－６０２（配列番号４４）からなる群より選択される、項目１
５に記載の方法。
（項目１８）
　上記癌が、Ｔ細胞急性リンパ芽球性白血病およびリンパ腫（Ｔ－ＡＬＬ）、乳癌、卵巣
癌、膵臓癌、前立腺癌、肝臓癌、胃癌、明細胞腎細胞癌腫、および結腸癌からなる群より
選択される、項目１５に記載の方法。
（項目１９）
　上記組成物が、抗癌剤および放射性同位元素からなる群より選択される治療分子をさら
に含む、項目１５に記載の方法。
（項目２０）
　上記治療分子が、上記抗体の重鎖定常領域に共有結合されている、項目１９に記載の方
法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ３、およびＮｏｔｃｈ４からなる群より選択
されるタンパク質から誘導されたペプチドを含む、患者における癌を治療するための組成
物。
【請求項２】
　前記ペプチドが、
【化６７】

からなる群より選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ペプチドが、Ｎｏｔｃｈ１２７４－２８２（配列番号１０）、Ｎｏｔｃｈ１１９３

８－１９４３（配列番号１１）、Ｎｏｔｃｈ１１９３８－１９４６（配列番号１２）、Ｎ
ｏｔｃｈ１１９３８－１９４７（配列番号１３）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４８（配
列番号１４）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４９（配列番号１５）、Ｎｏｔｃｈ１１９４

４－１９５５（配列番号１６）、Ｎｏｔｃｈ１１９４７－１９５５（配列番号１７）、Ｎ
ｏｔｃｈ１２１１１－２１２０（配列番号１９）、Ｎｏｔｃｈ１２１１２－２１２０（配
列番号２０）、Ｎｏｔｃｈ１２１１３－２１２０（配列番号２１）、Ｎｏｔｃｈ２１－２
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０（配列番号２２）、Ｎｏｔｃｈ２７－１５（配列番号２４）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２

８５（配列番号２６）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２８６（配列番号２７）、Ｎｏｔｃｈ２２

７７－２８５（配列番号２８）、Ｎｏｔｃｈ２２７７－２８６（配列番号２９）、Ｎｏｔ
ｃｈ２１９４０－１９４８（配列番号３１）、Ｎｏｔｃｈ２１９４０－１９４９（配列番
号３２）、Ｎｏｔｃｈ２１９９１－２００３（配列番号３３）、Ｎｏｔｃｈ２１９９５－

２００３（配列番号３４）、およびＮｏｔｃｈ２１９９７－２００３（配列番号３５）か
らなる群より選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記癌が、Ｔ細胞急性リンパ芽球性白血病およびリンパ腫（Ｔ－ＡＬＬ）、乳癌、卵巣
癌、膵臓癌、前立腺癌、肝臓癌、胃癌、明細胞腎細胞癌腫、および結腸癌からなる群より
選択される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ３、およびＮｏｔｃｈ４からなる群より選択
されるタンパク質から誘導されたペプチド；および
　薬学的に受容可能なキャリア、
を含む、組成物。
【請求項６】
　前記ペプチドが、
【化６８】

からなる群より選択される、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　前記ペプチドが、Ｎｏｔｃｈ１２７４－２８２（配列番号１０）、Ｎｏｔｃｈ１１９３

８－１９４３（配列番号１１）、Ｎｏｔｃｈ１１９３８－１９４６（配列番号１２）、Ｎ
ｏｔｃｈ１１９３８－１９４７（配列番号１３）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４８（配
列番号１４）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４９（配列番号１５）、Ｎｏｔｃｈ１１９４

４－１９５５（配列番号１６）、Ｎｏｔｃｈ１１９４７－１９５５（配列番号１７）、Ｎ
ｏｔｃｈ１２１１１－２１２０（配列番号１９）、Ｎｏｔｃｈ１２１１２－２１２０（配
列番号２０）、Ｎｏｔｃｈ１２１１３－２１２０（配列番号２１）、Ｎｏｔｃｈ２１－２

０（配列番号２２）、Ｎｏｔｃｈ２７－１５（配列番号２４）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２

８５（配列番号２６）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２８６（配列番号２７）、Ｎｏｔｃｈ２２

７７－２８５（配列番号２８）、Ｎｏｔｃｈ２２７７－２８６（配列番号２９）、Ｎｏｔ
ｃｈ２１９４０－１９４８（配列番号３１）、Ｎｏｔｃｈ２１９４０－１９４９（配列番
号３２）、Ｎｏｔｃｈ２１９９１－２００３（配列番号３３）、Ｎｏｔｃｈ２１９９５－

２００３（配列番号３４）、およびＮｏｔｃｈ２１９９７－２００３（配列番号３５）か
らなる群より選択される、請求項５に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｎｕｍｂ１、Ｎｕｍｂ２、Ｎｕｍｂ３、およびＮｕｍｂ４からなる群より選択されるタ
ンパク質から誘導されたペプチドを含む、患者における癌を治療するための組成物。
【請求項９】
　前記ペプチドが、
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【化６９】

からなる群より選択される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記ペプチドが、Ｎｕｍｂ１８７－９５（配列番号３６）、Ｎｕｍｂ１８８－９５（配
列番号３７）、Ｎｕｍｂ１１３１－１４９（配列番号３８）、Ｎｕｍｂ１１３８－１４９

（配列番号３９）、Ｎｕｍｂ１１３９－１４７（配列番号４０）、Ｎｕｍｂ１４４２－４

５３（配列番号４１）、Ｎｕｍｂ１４４３－４５１（配列番号４２）、Ｎｕｍｂ１５９２

－６０６（配列番号４３）、およびＮｕｍｂ１５９４－６０２（配列番号４４）からなる
群より選択される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記癌が、Ｔ細胞急性リンパ芽球性白血病およびリンパ腫（Ｔ－ＡＬＬ）、乳癌、卵巣
癌、膵臓癌、前立腺癌、肝臓癌、胃癌、明細胞腎細胞癌腫、および結腸癌からなる群より
選択される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　Ｎｕｍｂ１、Ｎｕｍｂ２、Ｎｕｍｂ３、およびＮｕｍｂ４からなる群より選択されるタ
ンパク質から誘導されたペプチド；ならびに
　薬学的に受容可能なキャリア、
を含む、組成物。
【請求項１３】
　前記ペプチドが、
【化７０】

からなる群より選択される、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記ペプチドが、Ｎｕｍｂ１８７－９５（配列番号３６）、Ｎｕｍｂ１８８－９５（配
列番号３７）、Ｎｕｍｂ１１３１－１４９（配列番号３８）、Ｎｕｍｂ１１３８－１４９

（配列番号３９）、Ｎｕｍｂ１１３９－１４７（配列番号４０）、Ｎｕｍｂ１４４２－４

５３（配列番号４１）、Ｎｕｍｂ１４４３－４５１（配列番号４２）、Ｎｕｍｂ１５９２

－６０６（配列番号４３）、およびＮｕｍｂ１５９４－６０２（配列番号４４）からなる
群より選択される、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１５】
　Ｎｏｔｃｈ１、Ｎｏｔｃｈ２、Ｎｏｔｃｈ３、Ｎｏｔｃｈ４、Ｎｕｍｂ１、Ｎｕｍｂ２
、Ｎｕｍｂ３、およびＮｕｍｂ４からなる群より選択されるタンパク質から誘導されたペ
プチドに対する抗体を含む、患者における癌を治療するための組成物。
【請求項１６】
　前記ペプチドが、
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【化７１】

からなる群より選択される、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記ペプチドが、Ｎｏｔｃｈ１２７４－２８２（配列番号１０）、Ｎｏｔｃｈ１１９３

８－１９４３（配列番号１１）、Ｎｏｔｃｈ１１９３８－１９４６（配列番号１２）、Ｎ
ｏｔｃｈ１１９３８－１９４７（配列番号１３）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４８（配
列番号１４）、Ｎｏｔｃｈ１１９４０－１９４９（配列番号１５）、Ｎｏｔｃｈ１１９４

４－１９５５（配列番号１６）、Ｎｏｔｃｈ１１９４７－１９５５（配列番号１７）、Ｎ
ｏｔｃｈ１２１１１－２１２０（配列番号１９）、Ｎｏｔｃｈ１２１１２－２１２０（配
列番号２０）、Ｎｏｔｃｈ１２１１３－２１２０（配列番号２１）、Ｎｏｔｃｈ２１－２

０（配列番号２２）、Ｎｏｔｃｈ２７－１５（配列番号２４）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２

８５（配列番号２６）、Ｎｏｔｃｈ２２７１－２８６（配列番号２７）、Ｎｏｔｃｈ２２

７７－２８５（配列番号２８）、Ｎｏｔｃｈ２２７７－２８６（配列番号２９）、Ｎｏｔ
ｃｈ２１９４０－１９４８（配列番号３１）、Ｎｏｔｃｈ２１９４０－１９４９（配列番
号３２）、Ｎｏｔｃｈ２１９９１－２００３（配列番号３３）、Ｎｏｔｃｈ２１９９５－

２００３（配列番号３４）、Ｎｏｔｃｈ２１９９７－２００３（配列番号３５）、Ｎｕｍ
ｂ１８７－９５（配列番号３６）、Ｎｕｍｂ１８８－９５（配列番号３７）、Ｎｕｍｂ１

１３１－１４９（配列番号３８）、Ｎｕｍｂ１１３８－１４９（配列番号３９）、Ｎｕｍ
ｂ１１３９－１４７（配列番号４０）、Ｎｕｍｂ１４４２－４５３（配列番号４１）、Ｎ
ｕｍｂ１４４３－４５１（配列番号４２）、Ｎｕｍｂ１５９２－６０６（配列番号４３）
、およびＮｕｍｂ１５９４－６０２（配列番号４４）からなる群より選択される、請求項
１５に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記癌が、Ｔ細胞急性リンパ芽球性白血病およびリンパ腫（Ｔ－ＡＬＬ）、乳癌、卵巣
癌、膵臓癌、前立腺癌、肝臓癌、胃癌、明細胞腎細胞癌腫、および結腸癌からなる群より
選択される、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記組成物が、抗癌剤および放射性同位元素からなる群より選択される治療分子をさら
に含む、請求項１５に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記治療分子が、前記抗体の重鎖定常領域に共有結合されている、請求項１９に記載の
組成物。
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